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太
宰
府
市
の
北
東
に
あ
る
宝
満
山
は
、

中
世
以
前
の
記
録
に
は
「
御
笠
山
」
と
記
さ

れ
、
ま
た
、
山
に
雲
が
掛
か
る
姿
を
も
と
に

し
て
か
「
竈
門
山
」
と
も
表
記
さ
れ
、
複
数

の
名
で
古
代
以
来
史
料
に
度
々
登
場
し
て

い
ま
す
。
山
内
の
信
仰
に
関
す
る
祭
祀
跡

や
窟
、
堂
社
跡
、
坊
跡
な
ど
の
保
存
状
態
が

良
好
で
あ
り
、
現
在
ま
で
の
調
査
・
研
究

の
結
果
、
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
遺
跡
の

変
遷
が
具
体
的
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
古
代
に
お
い
て
は
、
対
外
交
渉
に
関

す
る
国
境
で
の
祭
祀
を
担
っ
た
遺
跡
と
し

て
象
徴
的
な
存
在
で
あ
り
、
我
が
国
を
代

表
す
る
山
岳
信
仰
の
遺
跡
と
し
て
重
要
で

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平
成
25
(
２
０
１

３
)
年
に
国
の
史
跡
と
な
り
来
年
で
10
年

を
迎
え
ま
す
。

奈
良
の
都
平
城
京
の
北
東
に
も
同
名
の

「
み
か
さ
や
ま
」
が
あ
り
ま
す
。
『
続
日
本

紀
』
に
は
養
老
元
(
７
１
７
)
年
２
月
１
日

の
条
に
、
遣
唐
使
が
出
立
に
先
立
ち
盖
山

(
み
か
さ
や
ま
)
で
航
海
の
安
全
を
願
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
、
宝
亀
八
(
７
７
７
)
年
２

月
６
日
の
条
に
は
、
遣
唐
使
が
前
年
に
風

と
波
が
不
調
で
渡
海
で
き
な
か
っ
た
た
め

天
神
地
祗
を
春
日
山
(
=
御
蓋
山
)
の
下
で

拝
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
宰
府
の

宝
満
山
と
同
様
に
、
奈
良
の
都
の
北
東
の

山
で
は
対
外
交
渉
に
際
し
て
「
み
か
さ
や

ま
」
で
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

実
は
こ
の
頃
の
中
国
「
唐
」
の
都
で
あ
っ
た

長
安
で
も
『
大
唐
郊
紀
録
』
に
よ
れ
ば
、
立

春
後
の
丑
の
日
に
国
城
の
東
北
で｢

風
師｣

 

(

風
の
神

)

を
祭
っ
て
い

る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま

す
。
唐

で

は

日
、
月
、
星
、

山
、
川
、
薮
、

沢
な
ど
を
神

格
化
し
、
こ

れ

を｢

天

神

地

祇｣

と

総

称
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す

が
、
都
の
北
東
で
祀
ら
れ
た
の
は
特
に
「
風

の
神
」
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

宝
満
山
で
も
か
つ
て
は
風
の
神
が
祀
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
初
期
に
編
纂
さ
れ

た
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
に
は
、
竈
門
神
社

下
宮
の
末
社
の
中
に
「
風
神
社
」
が
見
ら

れ
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
『
筑
前
国
続
風

土
記
』
に
は
、
山
頂
下
に
「
風
天
祠
」
が
あ

り
、
弘
法
大
師
(
空
海
)
が
風
神
を
祀
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
竈
門
山
旧
記
』

と
い
う
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
史
料
に

は
、「
今
に
至
り
毎
年
六
月
吉
日
納
風
の
法

を
執
行
、
彼
の
風
穴
を
祭
る
事
空
海
法
師

の
遺
法
な
り
。
風
穴
は
秘
密
所
な
り
。
」
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

航
海
技
術
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
古

代
に
お
い
て
は
、
遣
唐
使
の
派
遣
は
す
べ

て
風
を
頼
っ
て
の
航
海
で
あ
り
、
国
外
か

ら
の
情
報
や
文
物
の
請
来
に
と
っ
て
風
の

神
を
祭
る
こ
と
は
国
家
の
一
大
事
だ
っ
た

よ
う
で
す
。『
日
本
書
紀
』
に
は
神
功
皇
后

の
笠
が
風
で
飛
ば
さ
れ
、
そ
の
笠
が
落
ち

た
と
こ
ろ
が
「
御
笠
」
で
あ
る
、
と
い
う
物

語
を
の
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
も
風
の

話
が
象
徴
的
に
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
興

味
深
く
読
み
取
れ
ま
す
。

文
化
財
課　

山
村　

信
榮

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

宝満山の山頂と上宮殿（東から）
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市
街
地
か
ら
四
王
寺
山
を
見
上
げ
る

と
、
中
腹
に
ぽ
つ
り
と
突
き
出
た
平
地
が

見
え
ま
す
。
戦
国
時
代
の
山
城
岩
屋
城
跡

で
、
豊
後(

現
在
の
大
分
県)

の
戦
国
大

名
大
友
宗
麟
の
家
臣
高
橋
鑑
種
、
紹
運
が

在
城
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
。
特
に
高

橋
紹
運
が
北
上
す
る
薩
摩
の
島
津
氏
を
迎

え
撃
っ
た
天
正

14(

１
５
８
６)

年
の
「
岩

屋
城
の
戦
い
」
は
戦
国
屈
指
の
激
戦
と
し

て
有
名
で
、
紹
運
以
下
城
兵
約
７
０
０
人

が
散
っ
た
様
子
は
豊
臣
秀
吉
に
「
乱
世
に

咲
い
た
華
の
よ
う
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
た

と
伝
わ
り
ま
す
。

岩
屋
城
は
江
戸
時
代
の
軍
記
や
地
誌
の

影
響
か
、
高
橋
鑑
種
が
築
城
し
た
と
か
、
宝

満
城
の
支
城
だ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
同
時
代
史
料
を
確
認
す
る
と
文
明

10
(
１
４
７
８
)
年
に
周
防･

長
門(

現
在

の
山
口
県)

の
戦
国
大
名
大
内
氏
の
家
臣

相
良
正
任
が
記
し
た
「
正
任
記
」
に
そ
の
名

が
見
え
、
御
笠
郡
支
配
の
拠
点
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
、
大
内
氏
は
筑
前
国

支
配
を
進
め
て
お
り
、
博
多
か
ら
筑
紫
平

野
ま
で
見
渡
せ
る
岩
屋
城
は
拠
点
と
し
て

最
適
な
場
所
で
し
た
。

ま
た
、
宝
満
山
山
頂
に
位
置
す
る
宝
満

城
は
永
禄
７
(
１
５
６
４
)
年
頃
か
ら
史
料

上
で
確
認
で
き
、
太
宰
府
地
域
で
は
岩
屋

城
が
も
と
も
と
利
用
さ
れ
て
お
り
、
後
に

宝
満
城
が
築
か
れ
本
格
的
な
拠
点
と
な

り
、
岩
屋
城
は
支
城
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
内
氏
時
代
の
天
文
４
(
１
５
３
５
)
年
に

は
、
武
家
故
実
の
伝
授
を
求
め
て
平
戸
松

浦
氏
の
家
臣
籠
手
田
定
経
が
岩
屋
城
の
飯

田
興
秀
を
訪
ね
て
お
り
、
単
な
る
軍
事
拠

点
で
は
な
く
、
武
士
同
士
の
文
化
的
交
流

も
み
ら
れ
る
場
所
で
し
た
。

さ
て
、
現
在
の
岩
屋
城
は
平
地
と
な
っ

て
い
る
本
丸
、
そ
の
下
に
二
の
丸
・
三
の

丸
と
続
き
ま
す
が
、
周
辺
も
中
世
山
城
遺

構
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
王
寺
山
山
頂

付
近
に
あ
る
馬
責
は
、
古
代
山
城
大
野
城

の
土
塁
を
利
用
し
た
作
り
に
な
り
、
付
近

に
は
堀
切
も
確
認
で
き
ま
す
。
岩
屋
城
は

大
野
城
の
一
部
を
巧
み
に
取
り
込
ん
で
作

ら
れ
た
城
郭
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

岩
屋
城
は
「
岩
屋
城
の
戦
い
」の
後
、
豊

臣
秀
吉
が
九
州
を
平
定
し
た
こ
と
で
廃
城

と
な
り
そ
の
役
目
を
終
え
ま
す
。
本
丸
跡

は
太
宰
府
市
内
を
一
望
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
晴
れ
た
日
は
耳
納
連
山
ま
で
見
渡
せ

る
絶
好
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
大
内
・
大
友

時
代
の
歴
代
の
岩
屋
城
主
も
見
た
で
あ
ろ

う
雄
大
な
景
色
を
眺
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

文
化
財
課　

木
村 

純
也

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

筑前三笠郡岩谷城図(個人蔵)

岩屋城本丸跡からの景色

岩屋城本丸跡
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史
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奈
良
時
代
を
迎
え
る
直
前
、
遣
唐
使
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
粟
田
真
人
ら
に
よ
り
、

唐
の
文
物
や
文
化
、
政
治
な
ど
先
進
の
情

報
が
国
内
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
和
銅
元
(
７
０
８
)
年
に
唐
の
都
長
安

に
倣
っ
た
本
格
的
な
都
城
と
な
る
平
城
京

へ
の
遷
都
の
詔
が
発
せ
ら
れ
ま
す
。
遷
都

に
は
、
さ
ら
に
２
年
を
要
し
和
銅
３(
７
１

０
)
年
に
現
在
の
奈
良
市
・
大
和
郡
山
市

に
位
置
す
る
平
城
京
へ
遷
都
さ
れ
、
国
際

色
豊
か
な
奈
良
時
代
の
幕
が
開
け
ま
し

た
。平

城
京
は
、
幅
73
ｍ
の
朱
雀
大
路(
長
安

の
約
２
分
の
１
)
を
中
心
に
碁
盤
の
目
の

街
並
み
(
条
坊
制
)
が
作
ら
れ
、
北
端
中
央

に
天
皇
の
居
所
(
内
裏
)
や
国
の
政
治
、
儀

式
を
執
り
行
う
大
極
殿
な
ど
の
施
設
を
持

つ
平
城
宮
が
配
置
さ
れ
、
東
大
寺
な
ど
多

く
の
寺
院
も
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
平
城
京
の
造
営
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
粟
田
真
人
は
、
平
城
京
へ
の
遷
都

の
詔
が
発
せ
ら
れ
た
和
銅
元
(
７
０
８
)
年

に
大
宰
帥
に
任
命
さ
れ
、
新
た
な
大
宰
府

の
造
営
に
携
わ
り
、
平
城
京
と
同
様
の
碁

盤
の
目
の
街
並
み
を
持
つ
本
格
的
な
都
城

(
大
宰
府
条
坊
)
と
な
っ
た
大
宰
府
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
造
営
さ
れ
た
大
宰
府
の
街
並

み
は
、
政
治
の
中
心
と
な
る
大
宰
府
政
庁

や
役
所
街
を
北
側
の
中
央
に
配
置
し
、
そ

こ
か
ら
南
に
伸
び
る
幅
36
ｍ
の
朱
雀
大
路

(
平
城
京
の
約
２
分
の
１
)
が
敷
設
さ
れ
、

朱
雀
大
路
を
中
心
に
街
並
み
が
整
備
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
街
並
み
の
中
に
は

戒
壇
院
が
置
か
れ
た
観
世
音
寺
や
般
若
寺

な
ど
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
ほ
か
、
ほ
ぼ

中
央
に
外
国
使
節
を
迎
え
る
迎
賓
館
で
あ

る
客
館
が
整
備
さ
れ
、
地
方
最
大
の
官
衙

と
な
り
ま
す
。そ
し
て
、
大
宰
府
の
長
官
で

あ
る
帥
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
役
人
が

奈
良
か
ら
大
宰
府
に
赴
任
し
、
平
城
京
で

花
開
い
た
奈
良
の
文
化
を
大
宰
府
へ
伝

え
、「
大
君
の
遠
の
朝
廷
」(
『
万
葉
集
』)
や

「
天
下
之
一
都
会
」(
『
続
日
本
紀
』)
と
記
さ

れ
る
ほ
ど
華
や
か
な
街
と
な
り
ま
し
た
。

奈
良
時
代
の
大
宰
府
の
街
の
よ
う
す

は
、
平
城
京
に
比
べ
規
模
は
小
さ
い
も
の

の
よ
く
似
た
街
並
み
の
中
を
、
奈
良
か
ら

赴
任
し
た
多
く
の
役
人
が
往
来
し
、
奈
良

か
ら
伝
え
ら
れ
た
文
化
に
満
ち
溢
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
言
わ
ば
小

さ
な
平
城
京
で
、
奈
良
そ
の
も
の
だ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。文

化
財
課　

沖
田　

正
大

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

平城京復元模型中央部
（奈良市役所蔵）

復元された平城京の大極殿
（画像提供・奈良市役所）

大宰府条坊復元画像（政庁北側からの俯瞰図）
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友
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携
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奈
良
時
代
の
大
宰
府
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塚堂遺跡出土土器（うきは市出土）

発
掘
調
査
で
は
、
過
去
の
生
活
の
跡
か

ら
た
く
さ
ん
の
土
器
が
出
土
し
ま
す
。
そ

の
多
く
は
似
た
り
寄
っ
た
り
の
も
の
が
多

い
の
で
す
が
、
稀
に
少
し
変
わ
っ
た
装
飾

を
も
つ
土
器
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
ん
な
変
わ
っ
た
土
器
が
、
昨
年
の
８

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
行
っ
た
川
添
遺
跡

第
３
次
調
査
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
今
回

は
こ
の
土
器
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

見
つ
か
っ
た
土
器
は
須
恵
器
と
い
う
硬

い
焼
き
物
で
ハ
ソ
ウ
(
𤭯
)
と
い
う
器
種
で

す
。
ハ
ソ
ウ
は
土
器
の
中
央
に
穴
(
注
口
)

が
開
い
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
筒
状
の
道
具

を
差
し
込
み
、
土
器
の
中
に
入
れ
ら
れ
た

液
体
を
注
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
破
片
か
ら
な
ぜ
わ
か
る
か
と
言
う
と
、

こ
の
土
器
を
観
察
す
る
と
割
れ
た
断
面
の

一
部
に
丸
く
削
ら
れ
た
部
分
が
見
え
ま

す
。
割
れ
る
前
か
ら
手
が
加
え
ら
れ
た
も

の
で
、
こ
の
痕
跡
か
ら
注
口
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
特
徴
と
土
器
の
曲

が
り
具
合
や
傾
き
か
ら
ハ
ソ
ウ
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
の
で
す
。

土
器
の
表
面
に
見
え
る
文
様
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
穴
が
あ
け
ら
れ
た
横
に
は
何

本
も
の
線
が
波
打
っ
て
見
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
波
状
文
と
言
っ
て
、
多
く
の
ハ
ソ
ウ

に
み
ら
れ
る
文
様
で
す
。
こ
こ
で
注
目
し

た
い
の
が
丸
い
文
様
で
す
。
穴
の
右
上
に

一
つ
、
左
上
に
も
欠
け
て
い
ま
す
が
、

同
じ
文
様
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
直
径
お
よ
そ
９
㎜
の
輪
が
、
２
㎜

ほ
ど
押
し
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
竹
管
文
と
い
う
文
様
で
、
そ
の

名
の
通
り
竹
の
よ
う
な
管
状
の
道
具

を
押
し
当
て
て
で
き
る
も
の
で
す
。

こ
の
文
様
は
ハ
ソ
ウ
で
は
あ
ま
り
見

か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
竹
管
文
を
施
し
た
ハ
ソ
ウ
と

同
じ
例
は
あ
る
の
か
探
し
て
み
る

と
、
福
岡
県
う
き
は
市(
旧
浮
羽
郡
吉

井
町
)
の
塚
堂
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
類
例

は
こ
の
１
点
の
み
の
た
め
、
九
州
で
は
か

な
り
珍
し
い
土
器
で
あ
る
こ
と
が
言
え
ま

す
。
こ
ち
ら
は
完
形
品
で
土
器
の
形
や
文

様
の
配
置
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
川
添
遺

跡
３
次
調
査
出
土
の
土
器
と
比
べ
て
、
竹

管
文
の
数
や
大
き
さ
は
異
な
り
ま
す
が
、

よ
く
似
た
文
様
の
配
置
に
な
っ
て
い
ま

す
。塚

堂
遺
跡
出
土
の
土
器
は
住
居
跡
か
ら

見
つ
か
っ
て
お
り
、
時
代
に
つ
い
て
は
５

世
紀
代
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
川
添
遺
跡
第
３
次
調
査
で
見

つ
か
っ
た
土
器
に
つ
い
て
は
詳
細
な
時
期

を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
そ

の
形
か
ら
塚
堂
遺
跡
よ
り
は
年
代
が
下
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
類
例
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
当
時
も
貴
重
な
土
器
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
よ
く
見
る
土
器
で
も
少

し
変
わ
っ
た
土
器
や
珍
し
い
土
器
が
発
掘

調
査
で
は
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

た
び
に
新
た
な
発
見
・
驚
き
が
あ
り
ま
す
。

文
化
財
課　

中
村　

茂
央

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

川添遺跡第3次調査出土土器（本市出土）

注口

竹管文

波状文

ち

っ
か

ん

も

ん

は

じ

ょ
う

も

ん

ま

れ

ち
ゅ
う 

こ
う

つ
か
ん

ど
う

い

せ
き

な

か

む

ら　
　

し

げ　

お

太
宰
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装
飾
が
施
さ
れ
た
土
器

(
川
添
遺
跡
第
３
次
調
査　

国
分
三
丁
目
地
内
)
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令
和
４
年
７
月
22
日
、
本
市
が
作
成
し

た
「
太
宰
府
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
」が
文
化
庁
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
平
成
28
年
に
「
明
日
の
日
本

を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
構
想
会
議
(
議

長
:
内
閣
総
理
大
臣
)
で
文
化
財
の
一
体

的
活
用
に
む
け
た
提
言
が
な
さ
れ
、
そ
れ

を
受
け
て
平
成
30
年
６
月
に
文
化
財
保
護

法
(
以
下
、「
保
護
法
」)
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
文
化
財
の
保
存
・

活
用
に
関
し
て
市
町
村
が
目
指
す
将
来
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
や
具
体
的
な
事
業
等
の
実
践

計
画
を
定
め
る
「
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
」(
以
下
、「
地
域
計
画
」)
が
保
護
法
に

明
記
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
計
画
の
特
徴
は
、⑴
こ
れ
ま

で
保
護
法
で
対
象
と
す
る
文
化
財
を
「
有

形
文
化
財
」
「
無
形
文
化
財
」「
民
俗
文
化

財
」「
記
念
物
」「
文
化
的
景
観
」「
伝
統
的
建

築
群
」
の
６
類
型
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
に
含
ま
れ
な
い
未
指
定
の
文
化
財

(
文
化
遺
産
)
ま
で
視
野
を
広
げ
た
こ
と
。

⑵
「
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
企
画
調

査
会
」
の
提
言
に
基
づ
き
、「
社
会
総
が
か

り
で
文
化
財
の
継
承
に
取
り
組
む
」
と
位

置
付
け
た
こ
と
。
そ
し
て
⑶
実
践
計
画
を

付
記
す
る
と
し
た
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
本
市
で
は

こ
れ
ま
で
数
年
間
を
か
け
て
地
域
計
画
の

作
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
文

化
庁
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
市

で
は
今
後
、
こ
の
地
域
計
画
を
文
化
財
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
お
よ
び
実
践
計
画
と
し

て
、
継
続
的
な
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
市
の
地
域
計
画
で
は
、「
太
宰
府
市
歴

史
文
化
基
本
構
想
」(
平
成
23
年
)
以
来
の

基
本
姿
勢
と
し
て
き
た
官
民
連
携
に
よ
る

文
化
遺
産
の
保
護
育
成
を
さ
ら
に
進
め
る

こ
と
を
再
確
認
し
、①
将
来
に
文
化
遺
産

を
「
つ
た
え
る
」②
文
化
遺
産
へ
の
関
心
を

「
ひ
ろ
げ
る
」③
文
化
遺
産
の
保
存
活
用
を

「
さ
さ
え
る
」
と
い
う
３
つ
の
方
針
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
文
化
遺
産
を
未
来
へ
継
承
す

る
た
め
に
直
近
の
10
年
間
で
重
点
的
か
つ

戦
略
的
に
行
う
取
り
組
み
と
し
て
、⑴
特

別
史
跡
大
宰
府
跡
を
は
じ
め
と
す
る
「
大

宰
府
関
連
史
跡
群
の
保
存
・
活
用
」⑵
既

に
取
り
組
ん
で
い
る
「
太
宰
府
天
満
宮
と

門
前
の
保
存
・
活
用
」⑶
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

型
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
太
宰
府
市

民
遺
産
の
育
成
」⑷
大
太
宰
府
構
想
を
体

現
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
「
日
本
遺
産
の

展
開
」を
挙
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
目
指
す
方
向
」
を
「
世
界
に
冠

た
る
令
和
の
都　

太
宰
府
」
と
し
ま
し
た
。

文
化
遺
産
の
保
護
育
成
を
官
民
連
携
で
進

め
る
こ
と
で
、
１
０
０
年
後
を
目
指
し
、
日

本
の
み
な
ら
ず
世
界
で
も
先
駆
的
な
取
り

組
み
と
し
て
い
く
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。文

化
財
課　

中
島　

恒
次
郎

な
か
し
ま

こ
う 

じ 

ろ
う

※

１

太
宰
府
の
文
化
財
447

文
化
財
保
護
法
に
定
め
ら
れ
た
計
画

と
し
て
認
定

　
　

―

太
宰
府
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画―

「太宰府市文化財保存活用地域計画」より

※1：未来の市民へ継承したいと思うモノを「文化遺産」とし、
　　文化財を包括する考えとしています。
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　国分寺の特徴的な建物とし

て、七重塔が挙げられます。現

地には、塔の巨大な心礎（芯

柱を支える礎石）が残り、発掘

調査の成果をもとに瓦積みの

基壇が復原整備されていま

す。この塔を10分の１サイズ

で復元した模型を、文化ふれ

あい館で屋外展示していま

す。（画像は模型を写真測量し

た３Ｄデータ）

　

　北から一直線に講堂、金堂、中門、南門が並び、金堂と中門をつなぐ長方形の回廊がめぐ

り、その内側の東側に推定で高さ50ｍを超える七重塔が建っていました。現在、金堂跡の部

分には、江戸時代に再興された後継の筑前国分密寺が建っています。

筑前国分寺の伽藍配置（建物の並び）

太
宰
府
の
文
化
財
448

現
在
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
同
様

に
、
今
か
ら
約
１
３
０
０
年
前
の
奈
良
時

代
に
も
、
感
染
症
に
よ
る
国
難
を
迎
え
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

『
続
日
本
紀
』に
よ
れ
ば
、
天
平
７(
７
３

５
)
年
、
大
宰
府
管
内
で
疫
病
が
流
行
し
多

く
の
死
者
が
出
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
死
者
の
中
に
は
一
般
の
農
民
も
多

か
っ
た
よ
う
で
、
大
宰
府
で
は
管
内
(
九

州
)
の
税
の
一
部
を
免
除
す
る
な
ど
の
対

応
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
２
年
後
の
天

平
９
(
７
３
７
)
年
に
も
疫
病
が
流
行
し
、

感
染
は
九
州
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
藤
原

氏
の
四
兄
弟(
武
智
麻
呂
、
房
前
、
宇
合
、
麻

呂
)
を
は
じ
め
中
央
の
官
僚
た
ち
も
多
数

死
亡
す
る
な
ど
、
一
時
的
に
日
本
の
政
治

機
能
が
ま
ひ
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

ま
た
、
そ
の
当
時
日
本
を
襲
っ
た
の
は

疫
病
だ
け
で
は
な
く
、
以
前
か
ら
日
照
り

に
よ
る
不
作
、
地
震
や
台
風
と
い
っ
た
自

然
災
害
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
頃
に
筑
前
国
守
で
あ
っ
た
山
上
憶
良

は
、
見
聞
き
し
た
庶
民
の
苦
し
い
生
活
の

さ
ま
を
歌
に
詠
み
、
「
貧
窮
問
答
歌
」
と
し

て『
万
葉
集
』に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
数
々
の
災
い
に
苦
し
む
国
民

を
仏
の
加
護
に
よ
っ
て
救
お
う
と
、
天
平

13(
７
４
１
)
年
、
聖
武
天
皇
が「
国
分
寺
建

立
の
詔
」を
発
し
、
国
ご
と
に
国
分
寺
と
国

分
尼
寺
を
建
て
る
事
を
命
じ
た
の
で
し
た
。

こ
の
命
に
よ
り
、
こ
こ
筑
前
国
に
お
い
て

は
、四
王
寺
山
の
南
西
裾
の
好
立
地
を
選
ん

で
国
分
寺
が
建
て
ら
れ
、
現
在
の「
国
分
」と

い
う
地
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

筑
前
国
分
寺
跡
は
、
大
正
11
(
１
９
２

２
)
年
10
月
12
日
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
、
本
年
で
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
現

在
、
文
化
ふ
れ
あ
い
館
で
開
催
中
の

通
史
展
「
ま
る
ご
と
太
宰
府
歴
史
展

２
０
２
２
」
で
特
集
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
観
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

文
化
財
課　

遠
藤　

茜

※筑前国分寺跡国史跡指定 100 年を記念したイベントを 10 月６日㈬に開催します。
くわしくは、文化ふれあい館のホームページで確認してください。

―
国
史
跡
指
定
１
０
０
年―

　

筑
前
国
分
寺
跡

え

ん

ど

う　
　

あ
か
ね

が ら ん

え
き
び
ょ
う

む　
　

ち　
　

ま　
　

ろ

ふ
さ 

さ
き

う

ま
か
い

ま

り
ゅ
う

み
こ
と
の
り

ろ

ち
く
ぜ
ん
の
く
に
の
か
み

ひ
ん
き
ゅ
う 

も
ん
ど
う　
　

か

し
ょ
う

む 

て
ん
の
う

こ
ん

や
ま
の
う
え
の
お
く
ら
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先
日
発
表
の
全
国
住
み
た
い

街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
昨
年
の
２
３

３
位
か
ら
51
位
に
急
上
昇
し
ま

し
た
。
九
州
沖
縄
で
は
福
岡
市

や
那
覇
市
に
次
ぐ
４
位
で
す
。

主
催
者
側
の
注
目
事
項
か
ら

中
学
校
完
全
給
食
の
前
進
、
下

水
道
料
金
の
減
額
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
躍
進
な
ど
が
評
価
さ
れ

た
と
分
析
し
て
お
り
ま
す
。

軌
を
一
に
し
て
、
市
内
の
小

中
高
大
生
の
全
国
的
な
活
躍
の

報
告
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
逆
境
を
ば
ね
に
し
た

姿
は
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

今
後
も
世
界
に
羽
ば
た
く
人

材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
も
と

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
輝
く
青
少
年

を
後
押
し
す
べ
く
イ
ベ
ン
ト
や

奨
励
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
梅
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
順
調
に
進
ん
で

お
り
ま
す
。
本
年
度
の
目
玉
、

梅
の
成
分
分
析
も
官
学
連
携
で

キ
ッ
ク
オ
フ
致
し
ま
し
た
。

意
欲
的
な
製
品
も
続
々
出
来

上
が
っ
て
お
り
、
今
後
も
植
栽
、

収
穫
、
商
品
開
発
、
販
売
ま
で

の
好
循
環
を
創
り
、
経
済
税
収

効
果
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

※掲載記事は編集作業の都合上9月13日時点までの情報に基づきます。配布時とのずれなどございましたらご了承ください。

出典：消費者庁

「令和４年度食品ロス削減月間のポスター」を加工して作成

【関連特集 】P７～９

遺跡の全景（西から）

壊して捨てられた炉の破片

『大野城太宰府旧蹟全図北』（個人蔵）五条の部分
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宰
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財
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本
年
４
月
~
５
月
に
か
け
て
、
五
条
１

丁
目
地
内
で
「
大
宰
府
条
坊
跡
第
３
４
４

次
調
査
」を
行
い
ま
し
た
。

古
代
の
遺
跡
「
条
坊
跡
」
と
は
、
正
方
位

を
向
く
土
地
を
区
画
す
る
道
路
に
よ
っ
て

碁
盤
の
目
状
に
施
工
さ
れ
た
古
代
の
都
市

計
画
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
の
あ
と

を
さ
し
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
古
代
の
遺
構
は
確

認
さ
れ
ず
、
中
世
の
溝
２
条
、
井
戸
、
柵
を

並
べ
た
柵
列
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
溝
２

条
は
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
向
い
て
い
ま
す
。

ま
た
柵
列
は
、
溝
の
東
側
に
平
行
し
て
見

つ
か
り
ま
し
た
。
井
戸
は
調
査
区
の
西
側

に
あ
り
、
直
径
４
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
周
り
を

掘
り
下
げ
、
中
央
に
石
組
み
の
枠
を
作
っ

て
い
ま
す
。

溝
は
、
ほ
ぼ
南
北
方
向
を
向
い
て
い
る

こ
と
や
２
条
が
平
行
し
て
並
ぶ
こ
と
か

ら
、
道
路
や
何
ら
か
の
敷
地
の
境
界
で
あ

る
可
能
性
が
あ
り
、
中
世
太
宰
府
の
町
並

み
と
関
係
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

遺
物
と
し
て
は
、
井
戸
か
ら
瀬
戸
美
濃

産
の
天
目
、
溝
か
ら
粉
青
沙
器
や
象
嵌
青

磁
と
い
う
15
~
16
世
紀
の
朝
鮮
半
島
の
陶

磁
器
、
髪
を
結
う
こ
と
や
刀
を
装
飾
す
る

刀
装
具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
笄
と
呼
ば
れ

る
か
ん
ざ
し
、
金
属
を
溶
か
す
炉
の
一
部

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺

物
は
15
~
16
世
紀
代
に
使
用
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
の
時
期
に
営
ま
れ
た
遺
跡
で
あ

る
と
分
か
り
ま
し
た
。

特
に
注
目
し
た
の
は
、
鋳
造
の
た
め
に

使
用
さ
れ
た
金
属
を
溶
か
す
炉
の
遺
物

で
す
。
16
世
紀
に
使
用
さ
れ
た
溝
の
中
か

ら
見
つ
か
り
ま
し
た
。
出
土
し
た
状
況
か

ら
、
壊
し
て
捨
て
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
ま
た
銅
が
雫
状
に
な
っ
て
固

ま
っ
た
も
の
な
ど
が
一
緒
に
見
つ
か
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
銅
を
加
工
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

五
条
区
に
は
、
か
つ
て「
六
座
」と
呼
ば

れ
る
商
工
業
者
集
団
が
い
ま
し
た
。
『
大

野
城
太
宰
府
旧
蹟
全
図
北
』
に
は
彼
ら
の

名
が
五
条
の
道
沿
い
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、「
鍛
冶
屋 

斎
藤
家
」「
米
屋 

古
川
家
」

「
紺
屋 

船
越
家
」「
小
間
物
屋 

安
武
家
」

「
合
い
物
屋 

古
川
家
」「
金
屋 

平
井
家
」

の
６
つ
の
家
を
頭
と
し
て
、
16
世
紀
に
は

商
工
業
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
六
座

の
中
の
金
屋 

平
井
家
が
金
属
を
溶
か
し

て
加
工
す
る
鋳
造
を
行
っ
て
お
り
、
今
回

見
つ
か
っ
た
炉
の
遺
物
と
何
ら
か
の
関

係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

太
宰
府
市
内
で
は
15
~
16
世
紀
の
遺

跡
は
あ
ま
り
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今

回
発
掘
調
査
を
行
っ
た
場
所
は
、
当
時
の

太
宰
府
の
様
子
を
知
る
う
え
で
重
要
な
遺

跡
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

文
化
財
課
　
　
　
　
　
　
福
盛 

雅
久

~
大
宰
府
条
坊
跡
第
３
４
４
次
調
査
~

ふ
ん
　
せ
い
　
さ
　
　
き

て
ん
　
も
く

じ

ぞ
う 

が
ん 

せ
い

こ
う
が
い

ち
ゅ
う
ぞ
う

し
ず
く

か
　  

じ
　 

や

こ
め
　
や

ふ
る 

か
わ

さ
い 

と
う

ふ
く 

も
り

が
　
　
く

こ
ん
　 

や

あ
　
　
　
　
　
も
の
　 

や

か
な
　
や

ひ
ら
　 

い

ふ
る 

か
わ

こ
　
　
ま 

　
も
の  

や

や
す 

た
け

ふ
な 

こ
し
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東側溝

西側溝

小間物屋　安武家

米屋　古川家 金屋　平井家

調査現場の付近紺屋　船越家

鍛冶屋　斎藤家 合い物屋　古川家

井戸
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本会議
市長提案
理由説明

本会議
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委員会付託
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本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
一般質問
(予備日）

12 13 14 15 16 1711

19 20 21 22 23 2418

本会議
委員長報告
質疑・討論

採決

12月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです 議会の傍聴について
議会傍聴の際の感染症対策を実施して

います。マスクを必ず着用してください。　
本会議場の傍聴人数は通常は51名です

が、状況により傍聴人数の設定を変更する
ことがあります。詳しくは議会事務局までご
確認ください。

意見交換会を開催しました
令和4年7月18日（月・祝日）

内容はホームページに
掲載しています

次回の意見交換会は
11月13日㈰です
詳細は最終ページを

ご覧ください。
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令和4年令和4年
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環境厚生
常任委員会

総務文教
常任委員会

建設経済
常任委員会

〈市役所5階〉

〈大佐野公民館〉

本
年
は
国
分
寺
跡
と
と
も
に
国
分
瓦
窯

跡
が
大
正
11
(
１
９
２
２
)
年
10
月
12
日
に

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
１
０
０
年
で
す
。

国
分
瓦
窯
跡
は
国
分
４
丁
目
に
隣
接
す

る
新
池
の
ほ
と
り
に
あ
り
、
丘
の
斜
面
を

窯
の
幅
で
掘
り
下
げ
、
そ
の
中
に
日
干
し

レ
ン
ガ
を
ア
ー
チ
状
に
組
み
上
げ
て
つ

く
っ
た
登
窯
で
、
高
さ
１
.５
ｍ
、
間
口
１
.

５
ｍ
、
奥
行
５
.
５
ｍ
を
測
り
ま
す
。
指
定

時
点
で
は
農
業
用
の
池
の
斜
面
に
２
基
の

瓦
窯
が
露
出
し
た
状
況
で
、
池
の
満
水
時

に
は
窯
の
上
の
レ
ベ
ル
ま
で
水
位
が
上
が

り
、
窯
の
東
側
脇
に
は
池
に
注
ぐ
仕
掛
水

路
が
あ
っ
た
た
め
農
事
の
た
め
の
池
の
給

排
水
に
よ
り
窯
が
自
然
崩
壊
す
る
状
況
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
昭
和
２
(
１
９
２
７
)

年
度
の
工
事
に
よ
り
石
垣
の
壁
で
水
を
受

け
、
そ
の
内
側
で
地
面
に
露
出
し
た
窯
跡

が
見
学
で
き
る
形
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
窯
の
風
化
や
劣
化
が
進
ん
だ
た

め
遺
構
を
保
護
す
る
た
め
に
埋
め
戻
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
県
や
市
に
よ
る
調

査
で
こ
の
場
所
で
の
瓦
窯
は
９
基
以
上
が

並
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
大
宰
府
で
複
数
の
瓦
窯
が

あ
る
の
は
都
府
楼
北
瓦
窯
跡
で
２
基
(
平

安
時
代
)
、
来
木
(
蔵
司
)
瓦
窯
跡
で
９
基

(
平
安
時
代
)
、
来
木
北
瓦
窯
跡
で
２
基(
平

安
時
代
)
、
松
倉
瓦
窯
跡
で
３
基
(
平
安
時

代
)
、
般
若
寺
瓦
窯
跡
で
５
基
以
上
、
国
分

松
本
８
次
調
査
で
２
基(
奈
良
時
代
、
平
安

時
代
)
で
あ
り
、
国
分
瓦
窯
跡
は
大
宰
府
の

瓦
窯
と
し
て
は
最
大
級
の
規
模
で
あ
っ
た

と
い
え
ま
す
。

焼
か
れ
た
瓦
は
奈
良
時
代
の
は
じ
め
か

ら
平
安
時
代
ま
で
の
も
の
で
、
大
宰
府
の

瓦
窯
の
中
で
は
最
も
長
い
間
操
業
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
窯
の
数
や

操
業
期
間
か
ら
国
分
瓦
窯
跡
は
大
宰
府
で

も
主
要
な
瓦
生
産
施
設
で
あ
っ
た
と
い
え

ま
す
。
国
分
寺
の
瓦
も
こ
の
窯
で
焼
か
れ

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
創
業
は
国
分

寺
よ
り
古
く
、
製
品
の
供
給
先
と
し
て
は

大
宰
府
政
庁
周
辺
の
官
衙
(
役
所
)
や
大
宰

府
内
の
寺
院
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
奈

良
時
代
の
平
城
京
の
瓦
は
京
域
の
北
に

あ
っ
た
奈
良
山
丘
陵
な
ど
１
㎞
以
上
離
れ

た
場
所
で
造
ら
れ
、
東
北
の
多
賀
城
跡
で

は
25
㎞
離
れ
た
北
方
の
大
崎
平
野
と
い
う

と
こ
ろ
で
生
産
し
た
も
の
が
運
ば
れ
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
他
所
と
の
比

較
か
ら
、
国
分
瓦
窯
は
消
費
地
に
極
め
て

近
い
場
所
に
営
ま
れ
た
瓦
窯
だ
っ
た
こ
と

も
わ
か
り
ま
す
。文

化
財
課
　
山
村
　
信
榮

や
ま
む
ら

の
ぶ
ひ
で

と
　 

ふ
　
ろ
う

か
ん 

が

へ
い
じ
ょ
う
き
ょ
う

た
　
が
　
じ
ょ
う

ら
い 

き

く
ら
つ
か
さ

ま
つ
く

ら

は
ん 

に
ゃ 

じ

か
わ
ら

か
ま

あ
と

こ
く 

ぶ
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史
跡
指
定
１
０
０
年
国
分
瓦
窯
跡

国史跡 国分瓦窯跡
（中央奥の白い標柱の左側地下に保存された瓦窯跡があります）

アーチ状に組まれた日干しレンガの窯の壁
（「太宰府の文化財」太宰府町１９６８年より）
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出土した奈良時代の軒瓦

（「筑前国分寺」鏡山猛『国分寺の研究』
角田文衛編1928年より）

かがみやまたけし
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